
   岐南町英語検定料助成金交付要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、グローバル社会に対応できるコミュニケーション能力を養うた

めに必要となる英語力とその学習意欲の向上を図るため、公益財団法人日本英語検

定協会が実施する実用英語技能検定（以下「英検」という。）４級以上を受験する児

童生徒の保護者に対し、予算の範囲内でその検定料の一部を助成する岐南町英語検

定料助成金交付事業に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

 （１） 保護者 本町の住民基本台帳に記録されている者で、親権者、未成年後見

人その他当該児童生徒を養育している者をいう。 

 （２） 申請者 英検を受験した小学生・中学生（以下「受験者」という。）の保護

者であって、この要綱による助成金の交付を受けようとする者をいう。 

 （助成対象者） 

第３条 助成金の交付対象者は、前条第２号に定める申請者とする。 

２ 受験者は、助成金の交付を受けようとする級の受験日において、本町の住民基本

台帳に記録されていなければならない。 

 （助成金の額） 

第４条 助成金の額は、検定料に２分の１を乗じて得た金額とし、この額に 100円未

満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

２ 受験者１人につき同一年度において、各級１回の助成とする。 

 （交付の申請） 

第５条 申請者は、岐南町英語検定料助成金交付申請書兼請求書（様式第１号）に受

験を証明するもの（検定料の支払を証する書類又は受験票の写し）を添えて、町長

に提出しなければならない。 

２ 前項の提出期限は、英検を受験した日の属する年度の３月 31日までとする。 

 （交付の決定） 

第６条 町長は、助成金の交付申請があったときは、速やかに提出された書類を審査

の上、助成することが適当と認めたときは、申請者が指定した口座に助成金を振り

込み、助成することが不適当と認めたときは、岐南町英語検定料助成金不交付決定

通知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。 

 （助成金の返還） 

第７条 町長は、助成対象者が偽りその他不正の手段により助成金の交付を受けたこ

とが明らかになったときは、その者に対し、助成金の全部を返還させることができ

る。 

２ 前項に規定する助成金の返還は、岐南町英語検定料助成金返還命令通知書(様式



第３号)により、期限を定めてその返還を命ずるものとする。 

 （台帳の整備） 

第８条 町長は、助成金の交付に関し、岐南町英語検定料助成金交付台帳（様式第４

号）を作成し、これに必要事項を記録しなければならない。 

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成 31年４月１日から施行する。 

 


